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１ はじめに 

 本校では，『「学びの実感」ある授業の創造  

～「対話的な学習」「振り返り活動」に焦点を当て

て～』を全校研究テーマとして研究を進めている。 

それを受け，理科教科会では「振り返り活動」に

焦点を当て，自己の学びの変容を自覚できる活動

を目指し，「理科日記」の実践に取り組んできた。 

 

２ 研究の内容 

【図１ 理科日記①】 

子どもたちは，理科の授業を通して学んだこと

を「理科日記」（図 1）を書くことで振り返ってい

る。この「理科日記」を読み返すことで，子ども

たちの学びがどうであったかが見えてくる。それ

らを「主体的・対話的で深い学び」の視点から見

直すことで，今日の授業の課題や成果を明確にし，

明日の授業改善へのヒントが見いだされる。 

子どもたちの「理科日記」を手掛かりとして見

えてきた授業改善へのヒントは次の 3 点である。 

① 実感を伴った理解が主体的な学びにつながる。 

自分で実際にやってみることが，子どもたちの

実感を伴った理解につながり，「やってみた

い！」「すごい！」「びっくり」などの言葉が「理

科日記」に表出されるような主体的に学ぶ姿が

見られるようになる。 

② 考えを記述する言語化の活動が学びの変容の

自覚と自己効力感を高めることにつながる。 

③ 対話活動が個の深い学びにつながる。 

単元の導入時や予想を立てる段階，考察後に班，

クラスでの対話活動を行うことで，個の考えや

班でまとめた仮説が全体に広がり，「理科日記」

にも，「〇班の考えがすごくよく分かった」「自

分の考えと〇〇が違い，参考になった」といっ

た言葉が表出されるようになる。 

この 3点をポイントとしながら，授業づくりに取

り組んできた。 

３ 授業の実際 

「第 6学年 植物のからだとはたらき」 

(1) 単元導入時の対話活動と「理科日記」 

【図２ 理科日記②】 

単元の導入時に植物のからだについて班でデ

ィスカッションを行い，まとめた意見を全体で発

表する対話活動を行った。この授業の振り返りで

は，「理科日記」②（図 2）のように，他の班の考

えと比較しながら自分の考えを広げていること，

また，それを「理科日記」に言語化することで，

自己の考えの変容を自覚する姿が見られた。 

(2) 日光と葉のでんぷんの学習と「理科日記」 

【図３ 理科日記③】 

【図４ ヨウ素液で確かめる実験の様子】 

日光を遮っておいた葉に日光を当てるとでん

ぷんができるのかを確かめる実験を行った。この

授業の振り返りでは，「理科日記」③（図 3）のよ

うに，学習の前後で自分の考えがどのように変容

したかを記述する姿が見られた。この実験は条件

制御が複雑になりがちであるが，課題を明確にす

ることで，実験操作の意味づけがしっかりできて

おり，結果の意外性も実感を伴って納得できたと

考えられる。このことが自己の考えの変容を自覚

する姿につながっていると考えられる。 



【図６ 理科日記④】 

【図６ 理科日記④】 

【図７ 理科日記⑤】 

【図８ 理科日記⑥】 

【図 10 理科日記⑧】 

(3) 植物の水吸い上げの学習と「理科日記」 

 

ホウセンカとハクサイを使い，色水を吸い上げ

る実験を行った。「理科日記」④（図 6）では，は

じめは興味・関心があまりなかった自然事象に対

し，自分で実際にやってみて，その現象に驚くこ

とで実感を伴った理解となり，そのことが「生命

力」という言葉の表出につながっていると考えら

れる。子どもたちは「理科日記」に記述すること

を通して自己の考えの変容を自覚しながら，植物

の凄さに気付いていった。このような姿が，「主体

的・対話的で深い学び」が言葉で見えた姿である

と考えられる。 

また，「理科日記」⑤（図 7）では，全体での対

話活動を通して友の考えの良さを自分の考えに

取り入れ，自らの学びを深めている姿が見られた。 

  

そして，「理科日記」⑥（図 8）では，課題を明

確にした観察から，はじめにもっていた知識を，

驚きを感じながら更新し，さらなる疑問に気付き，

主体的に追究しようとする姿が見られた。このよ

うに，概念をつくり変えていくことが，次時への

主体的な学びにつながると考えられる。 

(4) 蒸散の学習と「理科日記」 

【図９ 理科日記⑦ 】 

単元の最後に，水の行方を調べる実験として，

植物の蒸散作用を調べる実験を行った。「理科日

記」⑦（図 9）では，単元の導入時の予想にも立

ち返って人と植物とを比較し，共通点を自ら見出

すことができた。これにより，自分の考えを更新

し，実感を伴った理解に至った姿が見られた。 

(5) 「理科日記」の一枚ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵとしての活用 

「理科日記」は，単元

を通して 1 枚にまと

め，1枚ポートフォリ

オとして機能するよ

うに計画した（「理科

日記」⑧（図 10））。 

これにより，（4）で

見られた姿のように，単元導入時の予想に立ち返

って単元全体の学びを振り返り，自己の学びの変

容を自覚しながら，その学びを実現した追究の良

さをクラス全体で共有し，自己効力感を高めてい

くことができたと考えられる。 

 

４ まとめ 

 「理科日記」で子どもたちは学習の前後での自

らの学びを振り返り，「やってみたい！」「すご

い！」（主体的），「〇班，△さんの考えが参考にな

った」（対話的で），「はじめは〇〇と考えていたけ

れど，本当は◇◇だった！」（深い学び）というよ

うに，自己の高まりや考えの変容を言語化して自

覚できるようになってきている。そのためには，

課題の明確化と，実際にやってみることを通した

実感を伴った理解，そして，ペアやグループ，全

体での対話活動が重要となる。 

「理科日記」を読んで，「主体的・対話的で深い

学び」の視点から授業を見直すことで，明日の授

業改善のヒントが見えてくる。そして，子どもた

ちの素晴らしい成長の姿も明確になってくる。 

これからも，子どもたちの「理科日記」を手掛

かりとして，「主体的・対話的で深い学び」の視点

からの授業改善に取り組んでいきたい。 

【図５ 色水を吸い上げる実験の様子】 


